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。始開を成助の費入購ト
を性特の市本い多が動移車転自
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。施実を事工強補震耐の宅住営
施幹基の」ータンセ水のしらく場
時害災、たま。了完を化ＤＥＬの

組取

。持堅をれこ、降以換転字黒
し結連を計会のてべすの市、む

始開の成助費入
者齢高てめ初で内府、し視要重を

施実

設開の
ともの働協民市、らか月８、てし

置設を当担援

。開展を援支たっ添り寄に
ィデーコを援支のと関機係関び及

園開の」園も

充
。充拡でま生年６校学小

営運政財行くづ基に」画計
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２
年
目
を
迎
え
る
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
に
お
い
て
は
、
国
際
認
証
取

得
の
年
と
な
り
ま
す
。
現
在
、
市
民
を

は
じ
め
、
団
体
、
企
業
、
各
種
公
共
団

体
な
ど
、
多
く
の
方
々
の
参
画
に
よ
り
、

そ
の
取
組
が
展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

自
然
災
害
が
少
な
い
本
市
で
す
が
、
防

災
だ
け
で
な
く
、
事
故
や
犯
罪
な
ど
生

活
全
般
に
お
け
る
安
全
・
安
心
に
対
す

る
市
民
意
識
は
、
急
速
に
高
ま
っ
て
い

る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
私
自

身
の
長
年
に
わ
た
る
青
少
年
野
外
活
動

に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
に
基

づ
き
、
一
貫
し
て
持
ち
続
け
て
い
る

想
い
に
、「
地
域
住
民
同
士
の
つ
な
が

り
」
や
、
就
任
時
に
掲
げ
た
「
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築
」
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
２
つ
に
対
応
し
た
セ
ー
フ
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
一
定
の
成
果
と
も

な
る
認
証
取
得
に
、
市
を
あ
げ
て
取
り

組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
第
４
次
泉
大
津
市
総
合

計
画
」
を
も
と
に
、
市
民
の
意
識
希
望

調
査
も
ふ
ま
え
、
昨
年
10
月
に
策
定
し

ま
し
た
「
泉
大
津
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
基
本
目
標
に

応
じ
た
施
策
に
つ
い
て
も
十
分
に
考
慮

し
、
次
の
取
組
に
特
段
の
力
を
注
い
で

い
く
も
の
で
す
。

■
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く

り
の
た
め
に

「（
仮
称
）
泉
大
津
市
こ
ど
も
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
、
現
在
、
各

種
機
関
が
行
っ
て
い
る
小
中
学
生
へ
の

声
か
け
活
動
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
地

域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
や
学
校
の
安
全
を

推
進
し
ま
す
。

　

火
災
・
救
急
な
ど
の
対
応
と
と
も
に

災
害
時
の
拠
点
と
な
る
新
た
な
消
防
庁

舎
の
整
備
に
着
手
し
ま
す
。

■
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
た

め
に保

育
所
な
ど
預
け
先
と
な
る
施
設
の

充
実
に
む
け
、
公
立
３
園
目
と
な
る
、

「（
仮
称
）
え
び
す
認
定
こ
ど
も
園
」
の

整
備
を
進
め
ま
す
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
の
入
院
対

象
年
齢
を
小
学
校
６
年
生
か
ら
中
学
校

卒
業
ま
で
引
き
上
げ
、
子
ど
も
達
の
健

康
の
保
持
及
び
増
進
、
並
び
に
子
育
て

世
帯
へ
の
経
済
的
支
援
を
拡
充
し
ま

す
。

　

旭
小
学
校
の
増
改
築
工
事
に
つ
い
て

は
、
完
成
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

■
誰
も
が
利
用
し
や
す
く
集
い
や
す
い

公
共
施
設
を
め
ざ
し
て

　

総
合
体
育
館
の
大
規
模
改
修
に
着
手

し
、
施
設
の
機
能
を
強
化
し
、
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
や
市
民
の
健
康
保
持
の
一
助
と

な
る
活
動
拠
点
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

■
地
域
ぐ
る
み
で
子
育
て
を
支
援
す
る

体
制
づ
く
り
に
む
け
て

母
子
健
康
手
帳
の
交
付
窓
口
を
保
健

セ
ン
タ
ー
に
一
元
化
し
、
妊
婦
全
員
と

面
接
を
行
い
妊
娠
期
か
ら
の
切
れ
目
な

い
相
談
支
援
体
制
を
充
実
、
強
化
し
ま

す
。
関
係
機
関
の
連
携
に
よ
り
、
出
産

後
も
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
、
妊
娠
、

出
産
、
子
育
て
に
係
る
シ
ー
ム
レ
ス
ケ

ア
の
体
制
を
一
段
と
強
化
し
ま
す
。

市
立
病
院
は
、
職
員
が
一
丸
と
な
っ

て
、
経
営
の
目
標
数
値
達
成
に
向
け
た

努
力
を
続
け
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
と

女
性
に
や
さ
し
い
医
療
の
推
進
や
、
高

齢
者
に
や
さ
し
い
病
院
な
ど
４
つ
の
目

標
を
中
心
に
、
地
域
医
療
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

■
住
み
よ
い
都
市
環
境
の
形
成
に
む
け
て

南
海
本
線
連
続
立
体
交
差
事
業
に
伴

う
泉
大
津
駅
高
架
下
公
共
利
用
に
つ
い

て
、
南
海
電
気
鉄
道
株
式
会
社
か
ら
示

さ
れ
た
開
発
コ
ン
セ
プ
ト
「
生
活
利
便

性
の
向
上
」
や
「
子
育
て
し
や
す
さ
の

創
出
」
な
ど
の
考
え
方
を
共
有
し
、
こ

れ
を
も
と
に
、
同
社
と
協
調
の
も
と
、

泉
大
津
駅
部
の
事
業
と
し
て
、
子
育
て

支
援
拠
点
の
整
備
に
着
手
し
ま
す
。
ま

た
、
関
連
側
道
整
備
を
引
き
続
き
行
い
、

泉
大
津
、
松
ノ
浜
両
駅
の
駐
輪
場
整
備

を
進
め
ま
す
。

　

北
助
松
駅
周
辺
地
区
に
つ
い
て
は
、

交
通
量
、
歩
行
者
動
線
な
ど
の
調
査
を

実
施
し
、
現
況
把
握
に
努
め
ま
す
。

　

泉
大
津
駅
西
地
区
に
つ
い
て
は
、
道

路
網
の
あ
り
方
、
未
整
備
区
間
の
準
備

に
着
手
し
、
同
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
た
検
討
を
推
進
し
ま
す
。

　

公
園
・
緑
地
の
充
実
に
む
け
、
老
朽

化
し
た
遊
具
な
ど
の
更
新
や
整
備
を
行

い
、
市
民
の
憩
い
の
場
と
な
る
公
園
な

ど
の
環
境
保
全
を
推
進
し
、
市
内
の
公

共
施
設
の
樹
木
や
幹
線
道
路
な
ど
の
街

路
樹
を
適
正
に
管
理
し
、
整
っ
た
ま
ち

な
み
の
形
成
に
努
め
ま
す
。

　

最
後
に
、
公
職
選
挙
法
の
改
正
に
よ

り
、
選
挙
権
年
齢
が
「
20
歳
以
上
」
か

ら
「
18
歳
以
上
」
に
引
き
下
げ
ら
れ
る

今
夏
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
か
ら
、

投
票
環
境
の
向
上
の
た
め
、
市
役
所
に

加
え
、
試
行
的
に
北
公
民
館
に
期
日
前

投
票
所
を
設
置
し
ま
す
。

施政方針平成 28 年 度
泉 大 津 市

「いつかはゴールに達するというような歩き方ではだめだ。一歩一歩がゴールであり、一歩が一歩としての価
値をもたなくてはならない」というのは、ドイツの詩人ゲーテの言葉です。私も任期中における毎年、毎年がゴー
ルであり、一年が一年としての価値をもたなくてはならないと肝に銘じ、この３年間の泉大津市政の舵取りを
行ってまいりました。引き続きこの考えのもと、平成 28 年度の各種施策について取り組んでまいる所存です。

泉大津市長　伊藤　晴彦

Ｓ
Ｃ
国
際
認
証
取
得
の
た
め

市
を
あ
げ
て
の
取
り
組
み
を

地
域
で
子
ど
も
の
見
守
り
活
動

新
た
な
消
防
庁
舎
の
整
備
も

母
子
手
帳
交
付
窓
口
を
保
健
セ

ン
タ
ー
に
一
元
化

妊
娠
期
か
ら
サ
ポ
ー
ト
充
実

総
合
体
育
館
を
大
規
模
改
修

え
び
す
認
定
こ
ど
も
園
を
整
備

子
ど
も
医
療
費
助
成
対
象
拡
大

泉
大
津
駅
に
子
育
て
支
援
拠
点

の
整
備

市長が示した新年度のまちづくり

平
成
28
年
度
主
要
施
策
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「おづぷらざ」を拠点に、市民活動の
活性化を図り、市民協働の取組を推
進します。

● 「おづぷらざ（市民活動支援センター）」
　を拠点とした市民協働の推進

市民及び市職員の人権意識の高揚を図るため、啓発活動や各種研
修会を開催するとともに、「第３次男女共同参画推進計画」をも
とに、男女共同参画社会の推進に向け、取組を進めます。

● 男女共同参画社会の推進
市民の平和意識の高揚を図るため、各種平和に関連する事
業の実施とともに、子どもが戦争体験者と語りあうピース
ディスカッションについて、充実を図ります。

● 平和意識の高揚

指導方法の改善などによって学力向上をよ
り一層進めるとともに、英検３級取得を目
標にした取組を推進することで英語力の向
上を図ります。この取組とともに、夏季休
業日をさらに短縮し、授業時数を確保する
ことで、確かな学力の定着と子どもの主体
的な学びの充実を図ります。

● 学力の向上
就学援助制度の認定基準を拡充し、子どもが安心
して学習できるよう環境を整えます。

● 就学援助制度認定基準の拡充

中長期的な生涯学習を推進するための「（仮称）泉
大津市生涯学習推進計画」の策定に着手します。

● 「（仮称）泉大津市生涯学習
　推進計画」　の策定

大規模災害発生時の食糧などの備蓄について、
必要品目の追加、及び数量の上方修正を行い、
拡充整備を進めます。

● 大規模災害発生時の備蓄品拡充
救急・救命体制の強化充実のため、救急
救命士の育成スキルアップを図ります。

泉大津駅のグランドオープンにあわ
せ、南海電気鉄道株式会社から提供
を受け、通行の多い改札口付近に、
動画モニター、ＰＲ掲示板等を設置
し、泉大津市の魅力、観光、イベン
トなどの泉大津情報を発信します。

● 泉大津情報の発信
毛布・ニット・毛織物などの「地域ブランド」
を活用し、「繊維のまち・泉大津」を全国に PR
するとともに、業界が行う販路開拓・新商品開
発・人材育成などの事業を積極的に支援します。
また、セミナーや相談事業の実施などにより、
商工業の活性化に取り組みます。

● 地域ブランドの活用 泉大津駅を情報発信拠点に

泉大津市財政運営基本方針の「入りを図りて、出ずるを為す」
の基本理念に基づき、財政規律を保ちながら、各施策・事業
の実現をめざします。

● 財政運営基本方針に基づく
　 各施策・事業の実現

全国統一的な財務諸表の作成に向けて、財務会計システムの
更新整備などの諸準備を進めるとともに、平成 27 年度に引
き続き固定資産台帳の整備を行います。

● 全国統一的な基準に基づく
　 財務諸表の作成

公共施設全体のあり方を示す「（仮称）泉大津市公共施設等適
正配置基本計画」の策定に着手します。

● （仮称）泉大津市公共施設等
    適正配置基本計画の策定

力を合わせて市民の笑顔があふれるまちづくり

学びあうひとづくり　彩りあるまちづくり

安全で心やすらぐまちづくり

誇れる・選ばれる・集えるまちづくり

健全な行財政と都市経営に基づく市民サービス

おづぷらざの交流スペース

● 救急･救命体制の強化● 救急･救命体制の強化

5 広報いずみおおつ　平成28年4月号

医療と介護の連携を強化し、住み慣れた地域で生き生きと
暮らせるよう、市民向けの講座などについて泉大津市医師
会などと共同し、地域包括ケアシステムの構築に向けた事
業を進めます。また、アクティブシニアの育成に向け、引
き続き、市民主体の介護予防活動を行います。

● 地域包括ケアシステムの構築

国民健康保険・介護保険・後期高齢者医療において、収入確
保と保険料のより公平・公正な負担を実現するため、納付案
内コールセンターを開設します。

● 国保保険料などの納付案内
　コールセンター開設

平成 27 年度から開始した発達支援シームレスケア体制については、妊娠
期からのさらなる推進および強化を行うとともに、専門機関への委託に
より、幼児・親子教室の保育、療育内容の充実を図ります。

● 発達支援シームレスケア体制の充実

誰もがすこやかにいきいきと暮らせるまちづくり

コンパクトで居心地のよいまちづくり

子どもの貧困対策への取り組みを強化し、地域住民や地域団体
との連携のもと、子ども達にとって安心して過ごせる時間と場
所を提供する「こどもおづみん食堂」などの「子どもの居場所
づくり」を、平成 27年度に引き続き推進します。

● 子どもの貧困対策

市民が主体的に健康づくりに取り組み、健康寿命の延伸を図る
ため、関係部署で「健康寿命延伸検討チーム」を立ち上げ、健
康マイレージ事業をはじめとする健康づくりを推進します。

● 健康づくりの推進
健康寿命延伸検討チーム立ち上げ、
「健康マイレージ」事業の開始

幼児・親子教室の充実も

リフォーム工事および UR 賃貸家賃の助成 自転車利用が多い本市の特性をふまえ、自転
車マナーの向上や自転車事故の削減につなが
るよう、自転車通行空間整備のための実施設
計を行います。

● 自転車通行空間の整備

港湾の活用を促進し、市全体の活性化
を目的に実施している港湾トップセー
ルスは、アセアン諸国のみならず、新
たな開拓先を選定し、港湾はもとより
市の産業界全体の経済効果へと波及す
るような機会創出とします。

● 港湾トップセールス

新たに三世代同居近居世帯のリフォーム助成制度を追加し、空き家の有効活用
を図るとともに、ＵＲと連携した家賃助成事業を創設し、若年世代の本市への転
入を促進します。

● 定住の促進

資源の再利用を促進するため、「容器包装プラスチック」の
分別収集を新たに開始し、焼却ごみ量を抑制します。

● 「容器包装プラスチック」の分別収集
地域環境基金を活用し、大阪府内自治体で初の取組となる宅
配便による回収・リサイクルを実施します。

● 小型家電のリサイクル促進

公立病院改革ガイドラインに基づき、現在大阪府において策定作業が進められ
ている地域医療構想を踏まえ、新たな市立病院改革プランを策定します。

● 新たな病院改革プランの策定

「住めば誰もが輝くまち　泉大津」をめざして

平成 28 年度の主な事業

幼児・親子教室の様子
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。んせまりあに対
自金現のどなニビ

。すででま時５後午～

るなと象対給支も
。すまいてし付送て

　 　 　 　

　

　

　 　 　 　
　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

対、は書請申※
、合場の送郵※
送郵法方請申
対給支額給支
受の護保活生③
族親養扶の人る
税課が税民市②

お間期付受▷

　 　 　 　

　

　

　 　 　 　
　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

ろご末月４に人るれま込見と象
く用使ごを筒封用信返の封同

参持へ口窓用専はたま送
限回1（円万３きつに人１者象対

。とこいなで者給受
。とこいならた当に族

が税民市。とこいないてれさ税

日土（ていに口窓用専びよ
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。いさだ
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職の（省働労生厚や市にどな場
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① 認確を」クーマラプ「①

るあが要必るす理処に的生衛は類グッバ
チスラプ用療医宅在のどなグッバ液輸※
。いさだくてし出で」クッチスラプ装包器
てし外はルベラとたふのルトボトッペ※

。いさだくてし出で」みご燃可「、は
いなかつが断判、やのもいなのクーマラプ

①
トンイポの方し出

のクッチスラプ装包器容

るす認

めたる
クッチ

。
容「、て

のもい
てい除り取をれ汚
切い使を身中ず必②

出で」みご燃可「はのも
やのもいくにれ取がれ
水節とう洗てけつに水
）んせまりあは要必う
さだくてし出らかてしにいれきど
すすく軽で水、は合場るあがれ汚

いさだくて
、り切

。いさだくてし出
いどひがれ汚、や
汚。すまりなに水
り残のい洗器食
洗で剤洗（。いさ
なる取きふ、ぐす

いさ
ルトッリ5

、は」クッチスラ

はクッチスラ

ごに策対散飛の
、りたっ使をルー

うよいならばさ

の々別、は」ル
。いさだくでい

くてれ入に袋ず
っ入に袋、がん
分。いさだくし
容「、はのもるあ

クッチスラプ

。
可、がんせまき

二てしに袋中

て

る

。いさだくてし出で」みご燃可「
、めたるあが要必るす理処に的生衛、は類グッバ

③
）でま
・明透③

あくよるす対にクッチスラプ装包器容

。いさだく絡連ごでま課境環、は合場いない
てい届に元手お。いさだく認確ごでトッレフ
ーリや」典辞大別分のみご「たしまし布配戸全

いつに日集収やルールの方し出いし詳

。いさだく力協
リクたっが繋にもひ
やトッネけ除物動※
ら減を積容、てしに
てね重けだるきで※
いさだくてし出で袋
スラプ装包器容「※
に袋中をどな袋ジレ

③

答

出で」みご燃可「はのも

さだくてれ入接直、に
54量容（袋の明透半

回と問質

のどなむ挟を袋でどなプッリ
ーペミゴたれ入をりもお、や

。いさだくてしら
さかてしぶつ、りためとまて

。い
ルトボトッペ「と」クッチス
いなさ出で袋重二るす用使に

答

。いさだくてし出で袋の々別
ラプ装包器容「と」ルトボトッペ「：Ａ

？かすでいいもてれ入に袋じ同
ラプ装包器容とルトボトッペ：Ｑ

。いさだくてし出てしとルトボト
ッペ、は体本ルトボトッペ。いさだくてし別分に」ク
ッチスラプ装包器容「、てし外は」ルベラとたふ「：Ａ

？のいなけいといなさ
外、は」ルベラとたふ「のルトボトッペ：Ｑ

回と問質るあくよるす対にクッチスラプ装包器容

。いさだくてし出、てし
別分に」クッチスラプ装包器容「、はイレト品食：Ａ

？かすでのるわ変は方し
出のイレト品食たいてし集収別分にです：Ｑ

。いさだ
ず必、でのんせまきで集収は物いなて
せまい構ていだたいてっ割、は際の別
出てし別分に」クッチスラプ装包器
あのクーマラプ、でルーロチス泡発：Ａ

？かすでのいいてし出で
プ装包器容はルーロチス泡発：Ｑ

。いさだくてし出
、てし別分に」クッチスラプ装包器容「は物るあの
クーマラプ、もてっあがグンィテーコのミルア：Ａ

？かすでいいばれすうどは袋るあがグンィテ
ーコのミルア、がすまりあはクーマラプ：Ｑ

んせまい構もてし出で袋重二はみご燃
きでは出排ので袋重二はみご源資：Ａ

？かすでメダらたし出で袋重
中をどな袋ジレ、もみご燃可：Ｑ
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ま始が集収別分
包器容らか月4
るがなつに来未り守を境環な近身：姿すざめ

　

　　　　　

たしまりま
のクッチスラプ装包

ちま

　

　　　　　

　

　　　　　

類

。たしまし始開を集収別分の
ラプ装包器容、めたるす進推を用利効有
にもととるす量減をみご燃可、らか月４

例一のクッチスラプ装包器容

クッパ・イレト・プッカ●

　

　　　　　

類

どな袋、装包、器容の製クッチスラプるな
あたっ使、りたし出り取を身中の品商

？はとクッチスラプ装包器容
クッチスラ
の源資、に

替詰袋外ど食菓袋ジ

プッラ・袋●

　

　　　　　

。すでとこの
に要不にとあ

クーマラプ

袋替

　

　　　　　

イレト品食 イレト品食
の卵・腐豆

　

　　　　　

ッ、 カのんめプッカ どなプッカのんめプッカイ
、器容のどな当弁、クッパの

　

　　　　　

物果・菜野
菓お、袋ジレ

　

　　　　　

ムルィフのこばた、トッネの物
替詰、袋外のどな品食や子菓

　

　　　　　

どなム
、袋の用え替

　

　　　　　

どな料味調
ープンャシ

　

　　　　　

類

ルトボクッチスラプのど
、剤白漂や剤洗、スンリ・ー

ルトボ●

　

　　　　　

チスラプ（
トボトッペ

　

　　　　　

類

）のもの製クッ
どなルベラ・たふのどなルト

ルベラ・たふ●

　

　　　　　

。

ど

に日の」
の回

　

　　　　　

な品製電家

　

　　　　　

材

あのクーマラプ、材衝緩のど

衝緩●

　

　　　　　

ルチス発 どなルーロチス砲発るあ

　

　　　　　

。いさだくてし出
」クッチスラプ装包器容「
１週てべすはられこ

す
が」クーマラプ「

　

　　　　　」

ルーメトクレイダ、袋のグンニーリク（
装包や器容の物いなで品商●

ーロトス・具房文・ゃちもお・ツケバ（
のもいなで装包器容、のものそ品商●

クッチスラプ装包器容「

　

　　　　　ッ

）どな袋のル

）どなもひルーニビ・ー
の

チスラプの外以」

　

　　　　　ごご燃燃可可は可燃ごみごクッ

。すで印目

　

　　　　　みみへみ

　

　　　　　

）どなスーケの
なに要不もてし離分に的時一と身中●

　

　　　　　

・スーケＤＣ（のもいならな

　

　　　　　

トッセき磨歯
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弥生学習館
1481・02☎（館習学生弥根曽上池］合問［

念

㈫日91月４
ふ館習学生弥
595〒）すまし
果結選抽（。い
名③、所住②、号
号番話電③、前
くみ込し申てし
往便郵「込申
005,1料店出
）選抽は合場の
ブ52数集募
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HSURC、他のドンバ同合の校学中３津大泉、スラ
ーコ、り踊と歌のちたもど子…ジーテス▷容内
場広験体館習学生弥、館習学生弥根曽上池所場

)行決雨小(
分03時２後午～時01前午㈷日５月５時日

22れふ

記年周04定指跡史史跡跡遺根曽上池
事念記年周51設開館習学生弥＆園公跡史根曽曽曽上上池池池

館㈷ 館習習学学学生生生弥弥弥生弥

いさだく場来ごにに軽気お、でのすまし
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番便郵①面表用信返▷容内店出④、号
名②、所住①面裏用信往▷。いさだく
入記を下以に」）くぞのを製私（きがは復

る限に品用日品店出円0
ｍ３×ｍ３約：積面スーブ

数多込申、スーブ1人1はみ込申（スーブ
集募店出トッケ
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話秘作制の本絵、めじはをせか聞み読の本絵はで演講。たしまきてっ作を

氏生幸田吉／ノアピ、氏）杰閻（キンエ／琶琵国中、氏）らきあ耶
」トーサンコ曲名の琶琵国

」さか豊の言方

」す残をのもくめきと～術け
）トンタルサンコけづ片、事理表代
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」娘の賊海上村「説小、導指葉言田和岸」ンョシーネーカ「ラド朝KHN、
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国中と歌～きてすてっ楽音「

氏世英林
る見らか弁阪大、弁州泉「

住在市田和岸、修監弁州泉
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さ者患、きとたっなに気病

ス「語物の動感いし美もく
３るす動活に心中を本日西
わやたっ培でパッローヨ

y

氏羊部
」医悪と医

医務外元、師医、家作（

 

 

　

 

 

 

　 　

　

　

　

　

　

　

　

　

  　

　　　　

。すまい思といたし介紹を果成の究研鐸銅
しまりなにうよるきで定推もどな、かのたいてっ持を値価のどほれど時当は鐸銅
、くなでけだ法方作製、地産の属金料原、遷変の地作製、で究研の年近、がたしまてれ
こいならかわ。すで器銅青たいてれわ使てしと器祭な要重も最で域地るすと心中を

。すまし話おていづ基に験体実を術ンョシーケニュミコたっ培でまれこ
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）者作原」痛無「、」裂破「マラドビレテ、賞大説小療医本日、官務医

）授教員客学大社志同、ーサンウナア送放日毎元
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を畿近に代時生弥、は鐸銅

氏三洋波難 蔵埋所究研財化文良奈（
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減軽が）円946,1万5（額割等均者険保被の料険保てじ応に準水得所の帯世
減軽の額割等均者険保被①

分区定判の得所

きといなえ超を）円万33（額除控礎基、が
どな額金得所総の）主帯世と者険保被の内帯世一同（帯世②

）るす算計てしと円万08は額
除控等金年的公、しだた（きとるあで円０が得所各の員全者
険保被の帯世該当、つか、りあで者険保被るす属に②欄下①

きとい
なえ超を】数の者険保被×円万84＋）円万33（額除控礎基【
が等額金得所総の）主帯世と者険保被の内帯世一同（帯世④

きといなえ超を
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。すまりなと象対の定判減軽が得所の主帯世のそ、もで合場いなで者険保被が主帯世※

。すまし定判減軽てし除控を円万51らか額
以歳56たけ受を除控どな金年的公きつに入収金年、間の分当、様同と険保康健民国※
得所渡譲、除控者従専、はにどな額金得所総のきとるす断判をかうどかるす当該に減軽※
りあがとこるす動変てっよにどな正改法税の後今、はていつに値数のどな額除控礎控基※

２

５

.８

９

　
　

　

　
　  

　 　
 　

　

　

　

。すまれさ減

）額年（額割等均
者険保被の後減軽合割減

で要必がどな告申易簡のへ口窓当担療医者齢高
区市、でのんせまきでが定判は合場いなが報情得
。んせまりあは要必くだたいを請申らかんさ皆の者
のすまい行ていづ基に報情得所たれさ供提らか村
連域広療医者齢高期後府阪大、は定判の人るなと

。んせま
は人たいてれさ入加に合組険保康健民国・険保

金得所る係にどな金年的公、はていつに人の上以
。んせまれさ用適は定規の上法税の除控別特の得

。すま

円913,1万4

円428,5万２

円747,７

円461,５
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割
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割

　
　

　

　
　  

　 　
 　

　

　

　

。す
期後の村町
得所、しだた
者険保被、で
村町区市が合

。すまれさ減軽が割９の額割等均者険保被、ずれさ課は額割得
所、は人たっあで者養扶被の険保員船、合組済共や険保康健
の社会、ていおに日前の日るす入加に度制療医者齢高期後
減軽の料険保の人たっあで者養扶被のどな険保康健の社会③
。合場の人の上以歳56で点時日13月21の年たっあの入収※

。すまれさ減軽

13 広報いずみおおつ　平成28年4月号

後期高齢者医療健康診査について 人間ドック費用の一部助成について

　

　
　  

　 　
 　

①普通徴収（口座振替や納付書でお支払い）の人
　本年７月に、平成 28 年度の後期高齢者医療保険料の決定
（本算定）にかかる「保険料額決定通知書」と「納入通知書」
の一体型通知書を送付しますので、その後、口座振替や納
付書（納入通知書）の方法により９期（７月から翌年３月
まで）で納めていただきます。
※年度の途中から特別徴収に変更となる場合があります。
②特別徴収（年金からのお支払い）の人
　年金受給額が年額 18 万円以上の人は、原則年６回の年金
受給日に、その年金から直接お支払いいただきます。
※特別徴収をやめて、口座振替でのお支払いを希望される
人は、市区町村の後期高齢者医療担当窓口への申出により、
変更することができます。
○仮徴収（平成２７年中の所得が確定するまでの仮納付：４・
６・８月）
(1) 平成 28 年２月に保険料を特別徴収で支払われた人
　４月の年金受給時に、２月にお支払いいただいた金額と
同額を仮徴収額としてお支払いいただきます。この場合、
保険料額の通知はありません。ただし、６・８月分は、４
月分と同額が適当でないと市町村が判断すれば仮徴収額が

変更されることがあり、その場合は、変更通知書が送付さ
れます。
(2) 平成 27 年度は普通徴収で、４・６・８月から新たに特
別徴収の対象となる人
　平成 27 年度の保険料額をもとに仮徴収額を決定します。
その場合、事前に「保険料仮徴収額決定通知書」と「納入
通知書兼特別徴収開始通知書」の一体型通知書を送付しま
すので、ご確認ください。
※平成 27 年度に引き続き普通徴収（口座振替や納付書）で
お支払いいただく人は、仮徴収は行われません。
○本算定後の特別徴収
　平成 28 年度の後期高齢者医療保険料の決定（本算定）後
の 10 月以降、引き続きまたは新たに特別徴収となる人は、
７月に「保険料額決定通知書」と「特別徴収開始通知書」
の一体型通知書を送付します。
　10・12・２月の年金受給時に、平成 27 年中の所得に基
づいて計算された年間保険料から仮徴収などによりすでに
納めていただいた金額を差し引いた額を、支払回数に振り
分けて納めていただきます。

●保険料額のお知らせと納め方について

平成 28年度の健康診査
人間ドック費用の助成について

後期高齢者医療健康診査について
　大阪府後期高齢者医療広域連合の被保険者の人々に、
「健康診査受診券」を４月下旬頃に「受診券在中」の記
載のある封筒にてお送りします。（年度途中に新たに
75 歳になられる人には、誕生月の翌月当初に順次お送
りします）
　受診券がお手元に届きましたら、広域連合が指定す
る医療機関などにおいて、受診券に記載された有効期
限までに無料（年度中に１回）で受診することができ
ます。受診の際は、事前に医療機関などにご連絡のうえ、
受診券と被保険者証を忘れずにお持ちください。
　ただし、以下に該当する長期入院中や施設入所中の
人などは、病院・施設において健康管理が図られてい
るため、健康診査の対象者から除いています。
①病院または診療所に６か月以上継続して入院中の人
②特別養護老人ホーム、介護老人保健施設、養護老人
ホーム、障害者支援施設などの施設に入所または入居
している人
※退院・退所したなど事情変更があった場合は、受診
券を発行しますのでお問い合わせください。

人間ドック費用の一部助成について
　大阪府後期高齢者医療広域連合では、被保険者の人々
が人間ドックを受診された場合の費用の一部を助成し
ております。
　費用の助成を受けるには、市区町村の担当窓口に必
要書類をお持ちいただき、申請する必要があります。
なお、各年度中（４月１日から翌年３月 31 日まで）１
回の受診に対し、２万 6,000 円を上限として費用の一
部を助成します。
　【申請に必要なもの】
▷人間ドックの領収書の写し
▷検査項目が確認できるもの
（検査結果通知書の写しなど）
▷被保険者証
▷口座情報がわかるもの
▷印かん
【注意事項】
　人間ドックを受診された人は、申請されるまでの間、
領収書などを大切に保管願います。

問合　◎制度全般に関すること
大阪府後期高齢者医療広域連合　事務局
▷保険料、被保険者資格、被保険者証などに関すること　
　資格管理課（☎06・4790・2028）
▷給付事務、保健事業 ( 健康診査など )、医療費通知、レセ

プト点検に関すること　給付課（☎06・4790・2031）
▷事務局庶務、予算編成・経理、広域連合議会、広報広聴
に関すること　総務企画課（☎06・4790・2029）
◎保険料の納付、その他各種届出に関すること
高齢介護課（市役所 1階 8番窓口）へ
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めざす姿：市民とともにつくる災害に強い安全なまち

セーフコミュニティいずみおおつセーフコミュニティいずみおおつ
本市は国際認証制度であるセーフコミュニティ認証の取得を目指しています。連 載

第

回
21

SC の「縁の下の力持ち」！

外傷サーベイランス委員会

　泉大津市セーフコミュニティでは、6 つの取組分野に対応する対策委員会の他に「外傷サーベイランス委
員会」が設置されています。
　外傷サーベイランスとは、けがなどの発生状況を継続的に監視し、対策のためのデータを収集・分析する
ことです。
　外傷サーベイランス委員会で収集・分析したデータは、6つの対策委員会に提供されます。
　セーフコミュニティでは、データなどの根拠に基づいた取組みが求められるため、外傷サーベイランス委
員会は各対策を進める上でも重要な役割を果たしています。

▷外傷サーベイランス委員会とは？

外傷サーベイランス委員会

・警察署　・消防本部　・保健所
・労働基準監督署　・医師会など

対策委員会

・交通安全　・子どもの安全
・高齢者の安全　・自殺予防
・犯罪防止　　　・災害安全

・データの提供
・取組みの助言

・データの提供依頼
・活動の報告

外傷サーベイランス委員会が出すデータって？それと対策委員会がどう関係があるの？

ここから導き出した課題は

子どもと高齢者に転倒・
転落のけがが多い！！！

　これに対する取組みとして現在、高齢者の安全対策委員会では「転倒防止お助けマッ
プ」の作成に取り組んでいます。これは、上記のような外傷サーベイランス委員会から
のデータや対策委員会の委員が街に出向いて取材した内容に基づき、高齢者の転倒予防
を啓発するパンフレットを作成するものです。
　また、子どもの安全対策委員会でも家庭内のけが予防マップの作成を検討しています。

※上記の取組みは予定ですので変更となる場合があります。

けがによる救急搬送で運ば
れる人は高齢者や子どもが
多く、けがの原因では転倒・
転落が圧倒的に多くなって
いる。

※いずれも救急搬送データ
（2013年）より

　上記のように、外傷サーベイランス委員会と対策委員会が連携することで、地域の課題を見つけ出すことができ、
セーフコミュニティ活動は進んでいきます！

外傷サーベイランス委員会は対策委員会と連携する大切なもの！

■ けがの年齢層別の件数 ■ けがの原因別の件数

０
歳
〜

20
歳
〜

40
歳
〜

60
歳
〜

80
歳
〜

転倒 転落 物への
接触

不詳不
詳

その他

グラフからわかることけがの
多かった年齢

（件） （件）

けがの
多かった内容
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世界に一つだけのマフラー暖かいよ♪

1 2 
3 4 5 6 7 8 9 
10 11 12 13 14 15 16 
17 18 19 20 21 22 23 
24 25 26 27   28   29   30

保育所じまん !
浜 保 育 所第10回

連 載

ぼくの！ わたしの！

豊かな人間性を身につけた
子どもの育成に取り組んでいます

「みてみて、じゃが芋とれたよ」 「はっぱいっぱい、つい
てるよ」 と１歳児のおともだちに得意気に 知らせる５歳
児の子ども達。 収穫の喜びをみんなにもお裾分け

▷園児数 76 人（平成 28 年 3月現在）
▷菅原町 13-29 （☎33・5432）

　現在、０～５歳児までの 76人の子ども達が元気いっぱい、
笑顔いっぱい、みんなで仲良く遊んでいます。家庭的な雰囲
気の中で、異年齢児との関わりを大切にしています。園外散
歩や行事なども、お兄ちゃんお姉ちゃんが優しく関わりなが
ら、一つの目標に向かって活動しています。このような異年
齢児との活動に日々取り組むことで“ 豊かな人間性を身につ
けた子どもの育成”に取り組んでいます。
♪家庭的な雰囲気の中での活動
保育所の園庭横のくじら公園には、園庭にはない、ブラン
コやすべり台があり子ども達のお気に入りです。０歳児や１
歳児も保育士と一緒にブランコに乗っては、声を上げて喜ぶ
姿が見られます。お天気のいい日には近くのひまわり広場や
大津神社などに出かけて、木の実や葉っぱを拾ったり、虫を
追いかけたり、季節の移り変わりを楽しみながら、のびのび
と遊んでいます。
♪幼稚園・小学校との交流
5 歳児は、浜幼稚園の子ども達との交流の中で、英語あそ
びや体育遊びなどを繰り返し体験することで、より一層仲良
くなりました。また、小学校の校庭に出かけて鉄棒の練習を
したり、給食体験やタブレット体験学習などの小学校での生
活体験を計画的に保育に取り入れるなど、小学校へのスムー
ズな接続に繋がるような連携を進めています。

浜保育所データ

日 月 火 水 木 金 土

…

休
館
日

4
月
の
カ
レ
ン
ダ
ー

新着本や、図書館からのお知らせを掲載します。
図書館だより

● 16 歳の語り部（雁部　那由多　語り部（他））
東日本大震災から 5 年。当時、東松島市立大曲
小学校に通う小学 5 年生だった 3 人が “ あの日 ”
を語る。16 歳になった彼らにしか語れない言葉
の記録。話を聞いた、東京都の高校生、元・宮城
県中学校教師の言葉も掲載。
● 歳をとるのは面白い（「PHP」編集部　編）
自分を受け入れ今日を楽しむ、物事は良い方向
に考える、人生は歳を重ねるほど豊かになる。曽
野綾子、中村メイコ、萩本欽一、桂歌丸ら、人生
の達人 16人に生涯現役の秘訣を学ぶ。
● あたし、アンバー・ブラウン !　（中学年）　（ポー
ラ・ダンジガー　作）
アンバーの親友、ジャスティンが引っ越すこと
になった。でも、ジャスティンは大事なことを何
も話してくれず、2 人で作ったチューインガム・

ボールも捨てると言う。アンバーは苛立ち、口を
きかなくなってしまい…。
●築地市場　（中学年）（モリナガ　ヨウ　作・絵）
約 80 年にわたり日本人の食を支え続けた築地
市場の今を、お魚大好き作家が徹底取材。最も活
気にあふれている夜中の 11～朝の 7 時の魚市場
をイラストで紹介する。
▷特別整理期間に伴う休館のお知らせ
〔日時〕4 月 12 日㈫～ 20 日㈬
　蔵書点検と館内整理のため休館します。なお、
休館に伴い 4 月 10 日㈰までは一人 10 冊まで借り
ることができます。ＣＤ・カセットは通常どおり 2
タイトルまでです。
※休館中に本を返却する人は、ブックポストを
ご利用ください。
※ＣＤ・カセットはなるべく入れないでくださ
い。やむなくポストに返却する場合は、クッショ
ンのあるものにくるんで返してください。

● 映画会
〔日時〕5 月 7 日㈯　午後 2 時
～（33 分）「はらぺこあおむし
　～エリック・カール　コレ
クション～」
● おはなし会
〔日時〕4 月 16 日㈯　特別整
理期間中のため中止です。
● 赤ちゃんのためのおはなし
会
〔日時〕5 月 5 日㈷　午前 11
時～( 約 30 分 )　毎月第 1 木
曜日の午前 11 時から

新しく入った本New Books イベント情報Events

We       books!

● 開館時間 → 午前 9時 30 分～午後 7時
　（土・日曜日、休日は午後 5時まで）

● 問合 → ☎３２・０５６２

お店屋さんごっこでの様子  朝の集会では、手をつないで優し
くリードしてくれる 大きい組さん。
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